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一 

オ
ゾ
ン
を
発
生
す
る
空
気
清
浄
器
お
よ
び
発
生
す
る
オ
ゾ
ン
に
つ
い
て
、 

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
オ
ゾ
ン
は
健
康
に
良
い
と
信
じ
ら
れ
て
の
こ
と
か
、
オ
ゾ
ン
を
発
生
す
る
空
気
清
浄
器
が
家
庭
や

事
務
所
の
み
な
ら
ず
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。 

オ
ゾ
ン
は
、
地
球
の
遥
か
上
空
の
成
層
圏
中
に
お
い
て
は
、
太
陽
の
有
害
な
紫
外
線
か
ら
我
々
を
守
る
保
護
層
を
形
成
し
て

い
る
必
要
不
可
欠
な
物
質
で
あ
る
。 

し
か
し
、
地
上
に
お
い
て
は
、
オ
ゾ
ン
は
肺
機
能
の
低
下
や
咳
、
生
化
学
的
変
化
に
伴
う
炎
症
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
対
す
る
反

応
増
幅
を
誘
発
す
る
有
毒
な
刺
激
物
質
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
抵
抗
力
が
弱
い
新
生
児
、
乳
児
、

高
齢
者
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。 

② 

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
室
内
に
お
け
る
オ
ゾ
ン
の
許
容
濃
度
及
び
対
象
施
設
等
は
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。 

① 

室
内
に
お
け
る
オ
ゾ
ン
が
一
定
の
濃
度
に
達
し
た
場
合
、
人
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。 

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

オ
ゾ
ン
を
発
生
す
る
空
気
清
浄
器
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

特
に
、
新
生
児
、
乳
児
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

一 

 



 

三 

今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
が
、
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
多
発
し
た
こ
と
と
の
因
果
関
係

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、 

二 

先
進
諸
外
国
の
状
況
に
つ
い
て
、 

② 

そ
の
内
、
オ
ゾ
ン
を
発
生
す
る
空
気
清
浄
器
が
設
置
さ
れ
て
い
た
施
設
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る 

 

か
。 

① 

死
亡
者
が
出
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

② 

オ
ゾ
ン
を
発
生
す
る
空
気
清
浄
器
に
つ
い
て
は
、
オ
ゾ
ン
発
生
量
そ
の
他
の
性
能
基
準
又
は
構
造
基
準
等
は
、
ど
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。 

① 

各
国
に
お
い
て
は
、
室
内
に
お
け
る
オ
ゾ
ン
許
容
濃
度
及
び
対
象
施
設
等
は
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。 

③ 
オ
ゾ
ン
を
発
生
す
る
空
気
清
浄
器
に
つ
い
て
は
、
オ
ゾ
ン
発
生
量
そ
の
他
の
性
能
基
準
又
は
構
造
基
準
等
は
、
ど
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。 

ま
た
、
所
管
省
庁
は
ど
こ
か
。 

ま
た
、
所
管
省
庁
は
ど
こ
か
。 

二 

 



 

四 

日
本
オ
ゾ
ン
協
会
な
る
も
の
が
発
し
た
文
書
に
つ
い
て
、 

② 

こ
の
文
書
に
は
、
「
オ
ゾ
ン
ガ
ス
が
人
体
に
無
害
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
非
会
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
会
員 

 

各
位
の
製
造
物
責
任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）
へ
の
取
組
に
一
層
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
」
と
し
た
う
え
で
、 

 
 

〈
警
告
文
事
例
〉
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
が
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

① 
平
成
十
年
十
一
月
二
十
四
日
付
を
も
っ
て
、
日
本
オ
ゾ
ン
協
会
・
法
人
会
員
各
位
あ
て
に
発
せ
ら
れ
た
日
本
オ
ゾ
ン
協

会
会
長
名
の
「
オ
ゾ
ン
ガ
ス
取
扱
い
に
関
す
る
安
全
面
に
関
す
る
注
意
喚
起
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、

去
る
三
月
二
十
三
日
付
を
も
っ
て
厚
生
省
担
当
宛
て
に
フ
ァ
ク
ス
送
信
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
取
扱
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
調
査
が
な
さ
れ
た
の
か
、
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

5 

危
険
（
下
記
の
事
に
よ
り
人
体
傷
害
、
物
品
へ
の
障
害
、
又
は
生
命
の
危
険
を
生
じ
る
こ
と
が
有
り
ま
す
の
で
取
扱 

4 

環
境
オ
ゾ
ン
濃
度
を
常
に
確
認
し
て
下
さ
い
。 

3 

作
業
環
境
基
準
（
〇
・
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
以
上
で
入
室
禁
止
！ 

2 

発
生
オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
直
接
人
体
に
当
て
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
て
く
だ
さ
い
。 

1 

無
人
空
間
で
の
使
用
が
絶
対
条
件
で
す
。 

三 

 



 

・
高
電
圧
電
源
に
は
必
ず
ア
ー
ス
を
接
続
し
て
下
さ
い
。
接
続
し
な
い
と
感
電
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

・
オ
ゾ
ン
発
生
器
部
の
設
置
場
所
・
利
用
場
所
・
原
料
ガ
ス
供
給
場
所
で
の
火
気
の
使
用
及
び
油
脂
類
・
可
燃
物
の
貯

蔵
は
オ
ゾ
ン
・
酸
素
が
酸
化
剤
で
あ
り
、
支
燃
性
が
あ
る
た
め
、
危
険
で
す
。 

・
本
装
置
に
は
空
気
、
酸
素
以
外
の
原
料
ガ
ス
を
供
給
す
る
と
、
オ
ゾ
ン
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
を
発
生
す
る
加
工
性
が
あ

り
危
険
で
す
。
指
定
ガ
ス
以
外
は
供
給
し
な
い
で
下
さ
い
。 

・
本
装
置
動
作
中
は
オ
ゾ
ン
発
生
器
部
に
触
れ
る
と
感
電
の
可
能
性
が
あ
り
危
険
で
す
。 

・
オ
ゾ
ン
は
腐
食
性
が
有
り
金
属
・
樹
脂
・
そ
の
他
に
つ
い
て
腐
食
し
、
材
料
の
性
能
を
低
下
さ
せ
危
険
で
す
。 

・
オ
ゾ
ン
の
有
害
性
に
つ
い
て
は
現
在
症
状
と
し
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
す
。 

・
オ
ゾ
ン
の
取
扱
い
に
は
、
人
体
に
直
接
接
触
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
利
用
し
て
下
さ
い
。 

・
オ
ゾ
ン
は
有
害
性
が
有
り
呼
吸
系
・
目
・
そ
の
他
人
体
に
傷
害
を
与
え
ま
す
の
で
危
険
で
す
。 

い
説
明
書
を
正
し
く
お
読
み
下
さ
い
。
） 

な
お
、
や
む
な
く
オ
ゾ
ン
発
生
器
部
に
接
触
す
る
時
は
高
電
圧
電
源
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ
し
て
下
さ
い
。 

極
力
オ
ゾ
ン
発
生
器
部
に
は
触
れ
な
い
で
下
さ
い
。
又
、
予
防
と
し
て
カ
バ
ー
を
取
付
け
て
下
さ
い
。 

四 

 



 

6 

表
示
に
よ
る
区
分 

・
本
装
置
は
、
オ
ゾ
ン
発
生
器
部
、
高
電
圧
電
源
は
空
冷
の
た
め
、
ゴ
ミ
が
付
着
す
る
こ
と
が
有
り
、
こ
の
ゴ
ミ
に
よ

る
発
火
並
び
に
感
電
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
清
掃
し
て
下
さ
い
。 

・
本
装
置
は
高
電
圧
を
利
用
し
た
装
置
で
す
の
で
、
湿
度
の
高
い
所
（
結
露
し
て
い
る
場
所
）
で
は
感
電
の
可
能
性
が

あ
り
危
険
で
す
の
で
、
水
の
掛
か
ら
な
い
場
所
、
湿
度
の
低
い
場
所
に
設
置
し
て
下
さ
い
。 

△！ 

注
意 

こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、
人
が
傷
害
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示 

・

△！ 

警
告 

こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、
人
が
死
亡
又
は
重
傷
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る

内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。 

・ 

△！ 

危
険 

こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、
人
が
死
亡
又
は
重
傷
を
負
う
危
険
が
差
し
迫
っ
て
生

じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。 

・ ・  ・  ・

・
オ
ゾ
ン
発
生
後
は
十
分
に
排
気
又
は
分
解
時
間
（
二
～
三
ｈ
）
を
確
保
し
た
後
、
入
室
し
て
下
さ
い
。 

・
オ
ゾ
ン
ガ
ス
発
生
中
は
、
絶
対
に
入
室
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
呼
吸
器
系
に
障
害
が
発
生
し
ま
す
。 

万
一
刺
激
を
感
じ
た
場
合
は
、
さ
ら
に
時
間
を
お
い
て
入
室
下
さ
い
。 

五 

 



 

7 

オ
ゾ
ン
ガ
ス
漏
れ
発
生
時
の
対
応 

・
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
室
内
は
、
十
分
な
換
気
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
オ
ゾ
ン
ガ
ス
の
漏
れ
を
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
オ
ゾ
ン
の
発
生
を
停
止
し
て
、
室
外
か
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
か
ら
十
分 

 

離
れ
た
場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
停
止
で
き
な
い
と
き
は
、
ま
ず
避
難
し
て
安
全
な
場
所
か
ら
オ
ゾ
ン
発
生 

 

装
置
の
停
止
操
作
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
オ
ゾ
ン
ガ
ス
は
低
濃
度
で
も
特
有
の
生
臭
い
臭
い
が
し
ま
す
。 

・
オ
ゾ
ン
ガ
ス
発
生
装
置
の
外
面
ま
た
は
内
面
に
は
左
記
の
表
示
が
し
て
有
り
ま
す
。 

・
オ
ゾ
ン
ガ
ス
は
低
濃
度
で
も
人
体
に
影
響
を
与
え
ま
す
。 

・
オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
吸
う
こ
と
は
危
険
で
す
。 

し
て
い
ま
す
。 

・
装
置
を
連
続
し
て
過
剰
に
使
用
す
る
と
、
材
質
に
よ
っ
て
は
劣
化
を
生
じ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

・
用
途
以
外
に
は
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

充
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。 

六 

 



 

 

五 

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、 

② 

オ
ゾ
ン
を
発
生
す
る
空
気
清
浄
器
に
つ
い
て
、
オ
ゾ
ン
発
生
量
そ
の
他
の
性
能
基
準
又
は
構
造
基
準
等
を
定
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

① 

室
内
に
お
け
る
オ
ゾ
ン
の
許
容
濃
度
及
び
対
象
施
設
等
に
つ
い
て
、
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。 

〈
付
記
〉 

オ
ゾ
ン
発
生
量
一
ｇ
／
ｈ
以
上
の
装
置
の
製
造
、
販
売
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
オ
ゾ
ン
協
会
改
訂
（
旧
国
際
オ

ゾ
ン
協
会
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
支
部
作
成
）
「
オ
ゾ
ン
に
関
す
る
取
扱
い
安
全
基
準 

第
一
章
オ
ゾ
ン
設
備
安
全
基 

 

準
」
を
遵
守
し
て
取
扱
う
よ
う
し
て
下
さ
い
。 

・

右
質
問
す
る
。 

 ・ 

七 


